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θ 作用素 P の性質を研究する場合に，放物型作用素 L=訂+PI乙対する研究を通して行う万法があるが，
本論文では， P が退化した楕円型擬微分作用素系の場合に L の基本解，即ち， LE ( t ) =0 ( t> 0 ) , 
E(O) 二 I を満たす作用素 E ( t )を擬微分作用素として構成する。それを使うと， P のパラメトリック
スをやはり擬微分作用素として構成でき，さらに P の固有値の漸近挙動に対する結果を得る。さらに，
P をCR一一多様体上の微分作用素Db とした時に上の結果が応用できる事を示す。
まず， P が強楕円型の場合には， E ( t)が擬微分作用素として構成でき，その表象を具体的に P の表
象の関数として表現できる事は既に明らかになっている。ここでは， P が次の(Aト\i)， {Aト(11)を満たす
退化をしている時に，擬微分作用素のワイ lレ表象を使って， E ( t)の表象を P の表象の初等関数として
表現できた。
(A)一(I) P の表象。(P ) = P m +-Pm -1 + Pin -2. .…・ は kxk行列であって. Pm 二qm1. qm 二三 O
(A)-{jj) 正数 c があって，特異集合上で
2 min (Re μj) +tr+ A二三 c I ?Im-1 
l:sj:sk 
を満たす。ここで. tr+ Aは主表象 Pm I乙対する基本行列Aの正固有値の平0， {μj } f=l は副主表象Pm- 1
の固有値とする。
特に ， compact な多様体上の作用素 P が{Aト(i)， {Aト(jÎ)を満たし，かつ qm が玄と丁度 2 次の接触を
している場合については， P の固有値{ ,{ j } j二 1 I乙対して，エ e -t.l j の t ↓ O の漸近挙動の主要部が Pm.
??「ひ
A，及び P m - 1 の関数として表現できる。
乙れらの結果をcompactなCR-多様体上で定義される微分形式上の作用素仁Jb f(適用すると，レピ
θ ィー形式の固有値に対するある条件のもとで， 縟 +Db の基本解が擬微分作用素として構成でき，従っ













は先述の作用素口b f(応用され，擬微分作用素の族 S 1/2 ， νz の中でパラメトリックスが構成され，その
固有値分布をも同様に知ることが出来る口
円b の固有値の漸近分布に関しては最近 R. ビー jレス， P.C. グライナー， N.K. スタントン等の人々
により類似の結果が独立に得られたが，そこでは計量がレヴィ計量であると仮定されている。岩崎千里
さんの論文はこれ等在来の結果よりも優れた部分を含んでおり，理学博士の学位論文として十分価値あ
るものとら忍める。
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